
Bin博士は糖を用いた美白剤の開発に取り組んでいる研究者です。メラニンの
生合成における糖の影響を分子メカニズムで研究しており、その過程でメラニ
ン生成を制御する糖代謝関連酵素の活性を干渉する糖を発見しました。この
発見に基づいて新たな美白剤の開発法を研究しており、それらの内容も含め
てご研究を紹介していただきます。

皆様のご来聴をお待ちしております。なお、講演は日本語で行われます。	
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美白剤開発：メラニン生合成における糖の影響と	
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